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コグサ CLotusjaponicus) をもちいて根粒菌側の、ングナル分子 Nod factor の植物側での受容伝達に関する解析を行
った。
























が存在したことから、その遺伝子 POLLUXを取得し解析を行ったところ、この POLLUX も共生に関わる遺伝子で
あることを解明している。 CASTOR&POLLUX 遺伝子はプラスチド局在型チャネル様タンパク質であり、共生にお
けるチャネルの役割、つまりイオン濃度変化が共生シグナル伝達に必須で、あることを明らかにしている。また共生シ
グナル伝達には根に存在するプラスチドがイオン貯蔵オルガネラとして機能していると推定され、共生におけるプラ
スチドの重要性を初めて示している。
以上のように、本論文は共生的窒素固定において宿主-共生菌認識シグナル伝達の全体像を捉え、それを構成する
新奇遺伝子を分離、共生へのプラスチドの関与を示すなどの重要な知見を多く示している。この成果は生物資源工学、
共生工学の発展に大きく寄与するものである。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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